
計画体系比較
川崎市総合計画 第４期実施計画(素案） かわさき教育プラン 第３期実施計画 次期かわさき教育プラン 第１期実施計画

３０年

【めざす都市像】
「成長と成熟の調和による持続可能な最幸のまち かわさき」
【まちづくりの基本目標】
「安心のふるさとづくり」
「力強い産業都市づくり」

概ね
１０年

【基本政策】
「基本政策２ 子どもを安心して育てることができるふるさとづくり」
＜政策２−２＞
未来を担う人材を育成する
「基本政策５ 誰もが生きがいを持てる市民自治の地域づくり」
＜政策５−１＞
参加と協働により市民自治を推進する

【基本理念】
「夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎を築く」
【基本目標】
「自主・自立」
「共生・協働」

【めざすもの】
「一人ひとりが輝き、共に未来をつくる」
【みんなと共有したい価値観】
「一歩、踏み出す」
「自分の幸せ みんなの豊かさ」
「多様性を可能性へ」

【施策】
＜施策２−２−５＞
地域と学校の連携・協働
＜施策５−１−３＞
生涯学習の推進

【基本政策】
「基本政策Ⅵ 家庭・地域の教育力を高める」
「基本政策Ⅶ いきいきと学び、活動するための環境をつくる」
「基本政策Ⅷ 文化財の保護・活用と魅力ある博物館づくりを進める」

【施策】
「施策５ 地域と学校の連携・協働」
「施策６ 生涯学習の推進」

【施策】
＜基本政策Ⅵ＞
「施策１ 家庭教育支援の充実」
「施策２ 地域における教育活動」
＜基本政策Ⅶ＞
「施策１ 自ら学び、活動するための支援の充実」
「施策２ 生涯学習環境の整備」
＜基本政策Ⅷ＞
「施策１ 文化財の保護・活用の推進」
「施策２ 博物館の魅力向上」

【Key Project】重点的に取り組むテーマ
＜Project ４＞
生涯を通じた「学び」と「学び合い」社会の実現
方向性１ 生涯を通じた「学び」の環境の充実
方向性２ 「学び合い」社会の実現に向けたしくみづくり

【事務事業】
＜施策２−２−５＞
「 地域とともにある学校づくり推進事業」
「地域の寺子屋事業」
「地域教育活動等の推進事業」
「朝の居場所づくり推進事業」
「学校施設有効活用事業」
＜施策５−１−３＞
「社会教育振興事業」
「図書館運営事業」
「社会教育施設の環境整備事業」
「家庭教育支援事業」
「社会教育関係団体等への支援・連携事業」
「文化財保存・活用事業」
「博物館管理運営事業」

【事務事業】
＜基本政策Ⅳー施策１＞
「家庭教育支援事業」
＜基本政策Ⅳー施策２＞
「地域における教育活動の推進事業」
「地域の寺子屋事業」
＜基本政策Ⅶー施策１＞
「社会教育振興事業」
「図書館運営事業」
＜基本政策Ⅶー施策２＞
「生涯学習施設の環境整備事業」
「社会教育関係団体等への支援・連携事業」
＜基本政策Ⅷー施策１＞
「文化財保護・活用事業」
「橘樹官衙遺跡群保存整備・活用事業」
＜基本政策万Ⅷー施策２＞
「日本民家園管理運営事業」
「青少年科学館管理運営事業」

【事務事業】
＜施策５＞
地域とともにある学校づくり推進事業
地域の寺子屋事業
地域教育活動等の推進事業
朝の居場所づくり推進事業
学校施設有効活用事業
＜施策６＞
社会教育振興事業
図書館運営事業
社会教育施設の環境整備事業
家庭教育支援事業
文化財保存・活用事業
社会教育関係団体等への支援・連携事業
博物館管理運営事業

１年

【予算小事業】 【予算小事業】 【予算小事業】

４年
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活動方針比較
令和４年度川崎市生涯学習推進活動方針 令和５年度川崎市生涯学習推進活動方針 令和8年度川崎市生涯学習推進活動方針（案）

【Ⅰ めざす社会像】
民主主義の精神にのっとり、平和と基本的人権を尊重し、市民が自ら考
え、学びを創造するとともに、多様性を認め合い、互いにつながり合い、
共に高め合いながらその成果を地域に還元することのできる、持続可能な
社会の実現をめざします。

【Ⅰ めざす社会像】
民主主義の精神にのっとり、平和と基本的人権を尊重し、市民が自ら考
え、学びを創造するとともに、多様性を認め合い、互いにつながり合い、
共に高め合いながらその成果を地域に還元することのできる、持続可能な
社会の実現をめざします。

【Ⅰ 基本方針】
「夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎を築く」と定めら
れた教育プランの基本理念を受け、民主主義の精神にのっとり、平和と基
本的人権を尊重し、市民が自ら考えを学びを創造するとともに、高め合い
ながらその成果を適切に活かすことができる、豊かで活力のある社会の実
現を目指します。

【Ⅱ 基本方針】
「人生１００年時代の生涯学習社会の実現」
〜生涯を通じた学びと成長〜
超高齢社会の到来を見据え、市民の暮らしの向上と地域社会の持続的発展
のための学びを推進するため、10年後の未来に向けて「人生100 年時代の
生涯学習社会の実現〜生涯を通じた学びと成長〜」という理念を掲げ、総
合的に施策を展開し、「人づくり」、「つながりづくり」、「地域づく
り」の推進を図りながら、持続可能な地域づくりと安心して暮らし続ける
しくみづくりを進めます。

【Ⅱ 基本方針】
「人生１００年時代の生涯学習社会の実現」
〜生涯を通じた学びと成長〜
超高齢社会の到来を見据え、市民の暮らしの向上と地域社会の持続的発展
のための学びを推進するため、10年後の未来に向けて「人生100 年時代の
生涯学習社会の実現〜生涯を通じた学びと成長〜」という理念を掲げ、総
合的に施策を展開し、「人づくり」、「つながりづくり」、「地域づく
り」の推進を図りながら、持続可能な地域づくりと安心して暮らし続ける
しくみづくりを進めます。

【Ⅱ 施策の方向性】
１ いきいきと学び、活動するための環境をつくる
２ 家庭・地域の教育力を高める
３ 文化財の保護活用と魅力ある博物館づくりを進める

【Ⅲ 基本政策】
「基本政策１ 家庭・地域の教育力を高める」
「基本政策２ いきいきと学び、活動するための環境をつくる」
「基本政策３ 文化財の保護・活用と魅力ある博物館づくりを進める」

【Ⅲ 施策】
「施策５ 地域と学校の連携・協働」
「施策６ 生涯学習の推進」

【Ⅳ 施策】
＜基本政策１＞
「施策１ 家庭教育支援の充実」
「施策２ 地域における教育活動」
＜基本政策２＞
「施策１ 自ら学び、活動するための支援の充実」
「施策２ 生涯学習環境の整備」
＜基本政策３＞
「施策１ 文化財の保護・活用の推進」
「施策２ 博物館の魅力向上」

【Ⅳ 重点的に取り組むテーマ】
＜Key Project Project ４＞
生涯を通じた「学び」と「学び合い」社会の実現
方向性１ 生涯を通じた「学び」の環境の充実
方向性２ 「学び合い」社会の実現に向けたしくみづくり

【Ⅴ 事務事業】
＜基本政策１ー施策１＞
「家庭教育支援事業」
＜基本政策１ー施策２＞
「地域における教育活動の推進事業」
「地域の寺子屋事業」
＜基本政策２ー施策１＞
「社会教育振興事業」
「図書館運営事業」
＜基本政策２ー施策２＞
「生涯学習施設の環境整備事業」
「社会教育関係団体等への支援・連携事業」
＜基本政策３ー施策１＞
「文化財保護・活用事業」
「橘樹官衙遺跡群保存整備・活用事業」
＜基本政策３ー施策２＞
「日本民家園管理運営事業」
「青少年科学館管理運営事業」

【Ⅴ 事務事業】
＜施策５＞
地域とともにある学校づくり推進事業
地域の寺子屋事業
地域教育活動等の推進事業
朝の居場所づくり推進事業
学校施設有効活用事業
＜施策６＞
社会教育振興事業
図書館運営事業
社会教育施設の環境整備事業
家庭教育支援事業
文化財保存・活用事業
社会教育関係団体等への支援・連携事業
博物館管理運営事業

１年

【Ⅲ 令和４年度の主な事業】
１ー（１）自ら学び、活動するための支援の充実
ア 社会教育振興事業
イ 図書館運営事業
１−（２）生涯学習環境の整備
ア 生涯学習施設の環境整備事業
イ 社会教育関係団体等への支援・連携事業
２−（１）家庭教育支援の充実
ア 家庭教育支援事業
２−（２）地域における教育活動の推進
ア 「地域の寺子屋」事業
イ 地域における教育活動の推進事業
３−（１）文化財の保護・活用の推進
ア 文化財保護・活用事業
イ 橘樹官衙遺跡群保存整備・活用事業
３−（２）博物館の魅力向上
ア 日本民家園管理運営事業
イ 青少年科学館管理運営事業

【Ⅵ 令和５年度の主な事業】
１ー（１）自ら学び、活動するための支援の充実
ア 社会教育振興事業
イ 図書館運営事業
１−（２）生涯学習環境の整備
ア 生涯学習施設の環境整備事業
イ 社会教育関係団体等への支援・連携事業
２−（１）家庭教育支援の充実
ア 家庭教育支援事業
２−（２）地域における教育活動の推進
ア 「地域の寺子屋」事業
イ 地域における教育活動の推進事業
３−（１）文化財の保護・活用の推進
ア 文化財保護・活用事業
イ 橘樹官衙遺跡群保存整備・活用事業
３−（２）博物館の魅力向上
ア 日本民家園管理運営事業
イ 青少年科学館管理運営事業

【Ⅵ 令和８年度の主な事業】
＜施策５＞
地域とともにある学校づくり推進事業
地域の寺子屋事業
地域教育活動等の推進事業
朝の居場所づくり推進事業
学校施設有効活用事業
＜施策６＞
社会教育振興事業
図書館運営事業
社会教育施設の環境整備事業
家庭教育支援事業
文化財保存・活用事業
社会教育関係団体等への支援・連携事業
博物館管理運営事業

４年

概ね
１０年
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麻生市民館・麻生図書館、麻生市民館岡上分館、麻生図書館柿生分館における
指定管理者制度導入に伴う利用者説明会資料
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日にち 報告書 日にち 報告書 日にち 報告書 日にち 報告書

1 教育文化会館 6月24日 ○ 9月9日 ○

2 幸市民館 6月23日 ○ 10月7日 ○

3 中原市民館 6月23日 ○

4 高津市民館 7月2日 ○ 10月24日 〇

5 宮前市民館 6月25日 〇 9月24日 〇

6 多摩市民館 6月5日 ○ 9月9日 ○

7 麻生市民館 5月21日 ○ 8月27日 ○

8 有馬・野川生涯学習支援施設 7月17日 〇 11月6日 〇

9 図書館 7月8日 ○ 10月7日 ○

10 日本民家園 5月25日 ○ 8月3日 ○

11 青少年科学館 7月9日 ○

12 青少年教育施設 11月26日 〇

○・・・提出済 ・・・報告済

令和7年度川崎市社会教育委員会議専門部会 実施状況

専門部会
第１回 第２回 第３回 第４回
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専門部会審議報告書 

 

部 会 名 令和７年度第１回青少年教育施設専門部会 

開催日時 令和７年１１月２６日（水）１０:００～１２:００ 

場  所 川崎市役所本庁舎復元棟２０４会議室 

出 席 者 

 

＜委員＞番匠部会長、境副部会長、大津委員、松田委員、南谷委員、元木委員 

＜事務局＞ 

教育委員会事務局生涯学習部生涯学習推進課：課長 山口 弘 

                     施設整備担当課長 本波 直人 

教育委員会事務局学校教育部指導課：自然教室担当課長 北村 美幸 

こども未来局青少年支援室：施設指導・調整担当課長 菊池 慶考 

施設整備・企画担当係長 筒井 瑶甫 

施設整備・企画担当職員 石山 智之 

青少年育成・子どもの権利担当課長 湯川 緑 

＜指定管理者＞ 

青少年の家 佐藤所長、斎藤副所長 

八ケ岳少年自然の家 三井所長、細川課長、伊藤職員 

子ども夢パーク 友兼所長、森脇副所長 

黒川青少年野外活動センター 野口所長、大谷事業主任  

議事項目 （１） 令和７年度事業進捗状況について 

（２） 今後の自然教室及び八ケ岳少年自然の家の方向性について 

（３） その他 

決定・確認事項 

（１） 各指定管理者から令和７年度事業進捗について報告・質疑応答 

（２） 今後の自然教室及び八ケ岳少年自然の家の方向性について報告・質疑応答 

主な意見 

○議事（１） 

（黒川青少年野外活動センターについて） 

・今後、親子で体験ができるイベントは重要になってくるのではないかという意見があった。 

・施設の樹木については、倒木等が起きないよう木々の様子は専門家に調査を依頼し、事故が

起きないようにすべきではないかという意見があった。 

○議事（２） 

（自然教室及び八ケ岳少年自然の家について） 

・固定の施設を持たない自然教室について、滞在先によってこども達の体験内容に差が出るの

は良くないのではないかという意見があった。 

・自然教室の行先を八ケ岳から他施設へ移行させることで、費用面や滞在先の選択がそれぞれ

できるようになるという利点は理解するが、自然教室以外で八ケ岳を利用していた層に対して

は、何か対策を講じた方がよいのではないかという意見があった。 
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・今回は本来であれば八ケ岳での開催だったはずであり、実際に現地を見て危険とされる箇所

を確認できればよかったという意見があった。 

その他 

傍聴者：なし 
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